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外核内の流れとそれに伴う内核の成長を考える上で、極地域の内核上部から外核底にかけての地震学的構造を

知ることは大変重要である．しかし、従来、そこを通る波線が地震と観測点の制約からあまり観測されなかったた

め、極地域についてはほとんど研究がなされていない．我々はインドネシアに構築した地震観測網 JISNET で捉え

た南米の地震の波線が南極下で内核を通ることに着目し、南極地方の内核境界の地震学的構造を研究してきたが

（大滝他、2003 年合同大会,  2003 年地震学会秋季大会）、今回、更に解析を進めたので報告する． 

データとして 1998 年 1 月から 2002 年 9 月の間に JISNET、海半球ネットワーク OHP および IRIS で得られた南米

の地震のＰ波上下動記録を用いる．この P波波形のうち、PKIKP の最深点または内核境界と交差する点のどちらか

が南緯 70 度以上であり、かつ S/N のよいデータを選んだ．解析に用いる地震の数は 15 個、波形は 89 個であり、

その震央距離はおよそ 130-164 度におよぶ．この震央距離は PKIKP(PKP(DF))と PKiKP(PKP(CD))のみが観測される

領域から PKP(C-diff)が観測される領域に及んでおり、外核最下部から内核上部にかけての ICB 近傍の速度構造を

決定することに適したデータセットとなっている．なお PKP(AB)は解析には用いない． 

このデータより、dT(CD-DF), dT(BC-DF or Cdiff-DF), およびいくつかの周波数帯で DF/BC(Cdiff)の振幅比を

求めた．走時はピークを読んでいる．初期地球モデルとして PREM を用い、内核境界での速度ジャンプ、内核内で

の速度勾配、外核底の速度をパラメータとし、フォーワードで走時、振幅比を合わせた．各モデルの走時、振幅と

も Direct Solution Method（Takeuchi et al., 1996）を用いて計算した波形から計算している．Qp は今回のデー

タから独立に求めることが困難であるため、内核深部まで求めた Li and Cormier (2002)の元に内核で Qp=300 で

一定とした．なお内核最上部の Qp の値は結果に影響しない． 

その結果、外核底 75 km を速度一定にし、内核境界での速度ジャンプを 0.1 km/s ほど小さくし、内核最上部で

の速度勾配を PREM の 3 倍にしたモデルで観測された走時差、振幅比を説明できることが分かった．このモデルで

は内核は上部 150 km ほどで PREM より Vp が小さくなっており、PREM と値が同じになった深さ以降は PREM と同じ

傾きとした．我々の求めた外核の底の速度は 10.31 km/s であり、全球モデルである ak135 (10.29 km/s) や Song and 

Helmberger (1995)  の値(10.28 km/s)、ISC データを解析した値(Souriau and Poupinet, 1991)、日本で観測さ

れた南米の地震波形に基づく研究（Nakanishi, 1990; 10.27 km/s, Kaneshima et al., 1994; 10.33 km/s, 大滝・

川勝、本予稿集; 10.27 km/s）などほとんどの他のモデルより大きくなっている．これらの他の研究は主に低緯度

から中緯度にかけての外核底をサンプルした波に基づくものであり、我々の結果との違いは低、中緯度地域と高緯

度地域の外核底の速度構造が低、中緯度より速い可能性を示しているのかもしれない． 


